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1．はじめに

　長野県の平均寿命が男女とも全国 1位と報道され
た1）。平均寿命の評価は様々であるが、健康度を推
し量る 1つの指標であろうと考えられる。ヘルスプ
ロモーション・オタワ宣言の考え方によれば健康的
な生活習慣を実践するための支援環境を整備するこ
とは行政の大きな役割である2）。
　そこで、県民の健康・栄養状態の年次的推移と栄
養改善・健康増進施策との関連から長野県における
公衆栄養マネージメントがどのように展開されたか
を明らかにすることは、今後の長野県民の健康づく
りの取り組みの方向性を研究する上での基礎資料と
なり得ると考え、公衆栄養マネージメントの手法で
ある PDCAサイクルに則って整理し、検討を加え
た結果を報告する。
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2．調査対象及び方法

（1）　県民の健康・栄養状態の年次的推移
　県民の健康・栄養状態の年次的推移については、
県民健康・栄養調査等（昭和 42-46 年度成人病に関
する食生活実態調査、昭和 47-平成 10 年度県民栄
養調査、平成 13-22 年度県民健康・栄養調査、以下
県民健康・栄養調査等という。）長野県から報告・
公表されているデータを対象とし、調査開始年次か
ら最新年次までの 44 年間をまとめる。

（2）　栄養改善・健康増進施策
　栄養改善・健康増進施策については、長野県が実
施した施策を対象とし、PDCAサイクルに則って
整理する。PDCAサイクルとは、P（Plan：計画）D
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（Do：実施）C（Check：評価）A（Act：改善）サイ
クルのスパイラルアップを図り目標を達成していく
方法で、Plan の前段にアセスメントが必要となる3）。

（3）　アンケート調査
　長野県においては長年の脳卒中対策に加えて近年
では、それと関連の深い健康寿命の延伸が課題とな
っている4）。既存データとは別に、平成 24 年 10 月
から平成 25 年 2 月に一般県民に対してアンケート
調査を実施し、高血圧予防の有効策である減塩に関
する食支援環境整備のニーズを把握した。調査対象
の一般県民の内訳は、本学大学祭（六鈴祭）来学者
334 名、NaSLA（ながのシニアライフアカデミー：
本学・信州大学・長野市共催の教養講座）64 名の
合計 398 名である。

3．結果

（1）　県民の健康・栄養状態の年次的推移
　県民の健康と栄養状態について、疫学的な調査が
行われたのは、「昭和 42-46 年度成人病に関する食
生活実態調査（5カ年計画）」が最初である。当時
全国的に、感染症は減少したが、代わって脳卒中の
死亡率が死因のトップを占めており、特に東北地方
と並んで長野県が高位にあったため、脳卒中と食生
活との関連を明らかにし、その予防のための栄養指
導の方策を得る目的で実施された。指導、解析は信
州大学医学部村山忍三教授、東京大学医学部豊川裕
之助教授の協力を得た5-8）。調査の終了時、調査結
果を根拠として、課題を解決する施策の企画・予算
化・実施のプロセスに栄養調査の必要性が認識され、
「昭和 47-49 年度県民栄養調査」として継続されて
いく。その後昭和 52 年度からは、県民の栄養と健
康の動向を把握するための調査の継続の必要性と、
限られた予算との兼ね合いから、3年間隔での実施
となった。更に、県健康増進計画「健康グレードア
ップながの 21」の策定にあたり、設定項目の数値
目標を掲げるための現状値と目標値の根拠には栄養
分野に加え他の分野の調査も必要となり、「平成 13
年度県民健康・栄養調査」と名称、内容とも時代に
合ったものに変更、以後今日まで健康と栄養を並列
で冠している。
　県民健康・栄養調査等の解析には多変量解析手法
を導入、主に相関行列、主成分分析、因子分析、数
量化理論の活用を経て、現在は共分散分析、クラス
ター分析、重回帰分析等も活用している。いずれも
実態により深く迫り、栄養改善介入効果を高めるた

めに導入されている。この背景には栄養疫学理論の
構築、コンピューターの整備、多様な統計ソフトの
開発・活用がある。
　その調査の経過の概要を一覧でまとめたのが表 1
（別表含む。）である。また、エネルギー、栄養素等
の経年変化は表 2のとおりである。

（2）　栄養改善・健康増進施策
　公衆栄養活動・栄養行政ニーズを的確に把握し、
事業を効率的に実施するためには、どのような仕組
みが必要であるか、「成人病に関する食生活実態調
査」が行われた昭和 40 年代には未だ確固たるもの
がなかった。
　その後、厚生省（当時）提唱の健康増進思想の普
及が始まり、昭和 53 年には「第一次国民健康づく
り計画」がスタート、「健康増進、疾病予防、診断、
治療、リハビリテーション」の 5段階の位置づけが
明確化されることにより、その推進のためのハンド
ブックに「地域栄養活動は Plan-Do-See を理論的に
系統立てた system approach によって展開する。」9）

重要性が謳われて、ようやく公衆栄養活動の仕組み
が確立された。現在の公衆栄養マネージメントの始
まりである。長野県ではこの仕組みをいつからどの
ように栄養行政に活かしてきたのか、主な点をピッ
クアップする。
1）　個人の健康度を高めるための教育講座「健康教
室」では、受講者自らが生活習慣を見直すため、
受講の前後に食事診断と意識調査を行い、その
変化・指導効果を数値で表す仕組みを昭和 51
年に完成させた10）。

2）　この成果を健康教室企画のマニュアル化に活か
し、実施に係る目標の設定、方針、内容、手順、
資料等をスタッフ同志で共有し、従来試みの域
を出なかった「評価」の具体化を解決した（表
3－4）11）。

3）　昭和 53 年に「健康づくりのための食事教育の
展開」をテーマとしたワークショップを、保健
所栄養士有志が企画実施し、Plan-Do-See サイ
クルの理解を高めた。これにより長野県におけ
る公衆栄養マネージメンを確立させた 12）。

4）　公衆栄養マネージメントの代表例として、昭和
56-58 年度に実施された「県民減塩運動事業」
が挙げられる。昭和 55 年度の県民栄養調査結
果から、主婦 1日当たり 15.9 g の食塩摂取推
定量を把握、同事業を企画した。3カ年の減塩
キャンペーンに取組み、漬物実態調査、尿中
Na排泄量調査、講習会や減塩グッズ等による
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表
1　
長
野
県
に
お
け
る
県
民
健
康
・
栄
養
調
査
の
内
容
と
結
果
の
一
覧

実
施
年
度

調
査
客
体

調
査
計
画
・
実
施
内
容
・
調
査
項
目
等

調
査
結
果
等

S4
2-
46

成
人
病
に
関

す
る
食
生
活

実
態
調
査

（
5
年
間
の

追
跡
調
査
）

【
調
査
地
区
・
調
査

実
施
世
帯
数
・
世
帯

員
数
】

脳
卒
中
死
亡
率
高
率

の
11
地
区
延
4,
92
0

世
帯
、同
世
帯
の
30

歳
以
上
の
世
帯
員

9,
83
9
人

【
経
緯
と
目
的
】

・
全
国
的
に
見
て
、
男
女
と
も
脳
卒
中
死
亡
率
が
高
く
、
こ
れ

に
関
係
の
深
い
高
血
圧
症
と
食
生
活
と
の
関
係
の
把
握
が
本

県
保
健
衛
生
行
政
面
か
ら
不
可
欠
で
あ
る
。

・
地
区
内
世
帯
の
高
血
圧
状
況
に
よ
る
分
類
は
、
信
州
大
学
医

学
部
村
山
忍
三
教
授
が
日
本
循
環
器
管
理
研
究
協
議
会
の
高

血
圧
重
度
判
定
基
準
に
従
っ
て
全
世
帯
を
分
類
し
た
。

【
調
査
時
期
は
9
月
、
食
物
摂
取
状
況
は
、
国
民
栄
養
調
査
方

式
に
準
じ
る
。
以
降
同
様
】

【
調
査
項
目
・
対
象
】

・
食
物
摂
取
状
況
：
世
帯
調
査
、
5
日
間
実
施

・
身
体
状
況
（
別
表
　
）

・
家
族
状
況
等
：
生
活
歴
、
生
活
と
環
境
、
既
応
症
、
家
族
状

況
、
自
覚
症
状
、
食
習
慣
（
質
問
票
に
よ
る
）

・
味
噌
汁
の
塩
分
濃
度

【
主
な
結
果
・
判
明
点
】

1　
食
習
慣
と
高
血
圧
と
の
関
係

 　
ご
飯
（
杯
数
）・
肉
・
牛
乳
・
水
が
少
な
く
、
お
茶
・
毎
日
晩
酌
の
傾
向
の
人
に
高
血
圧
が
多
い
。

2　
味
噌
汁
の
塩
分
濃
度
と
高
血
圧
と
の
関
係

 　
味
噌
汁
の
塩
分
濃
度
%
は
、
高
血
圧
世
帯
1.
49
（
1.
42
～
1.
56
）　
非
高
血
圧
世
帯
1.
20
（
1.
14
～
1.
26
）

中
間
世
帯
1.
36
（
1.
32
～
1.
40
）

3　
統
計
処
理
に
新
し
い
試
み
で
あ
る
多
変
量
解
析
を
導
入
し
た
。

 ①
�平
均
値
と
標
準
偏
差
の
相
関
図
に
よ
る
食
生
活
の
変
化
の
視
覚
的
把
握
と
指
導
効
果
の
判
定
、
評
価
か
ら
次

の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
土
台
作
り
が
で
き
た
。

 ②
�相
関
行
列
に
よ
る
食
物
消
費
構
造
の
数
量
化
の
導
入
に
よ
り
、
一
つ
の
食
品
の
動
き
が
他
の
食
品
の
摂
取
に

与
え
る
変
化
を
数
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
栄
養
指
導
は
各
食
品
間
の
相
性
度
に
留
意
し
生

活
全
体
を
捉
え
る
方
向
へ
と
転
換
す
る
必
要
性
を
認
識
し
た
。

4　
長
野
県
初
の
県
民
栄
養
調
査
は
海
な
し
県
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
食
料
供
給
面
等
食
環
境
づ
く
り
の
重
要
性
や

食
習
慣
等
の
生
活
習
慣
改
善
の
必
要
性
、
食
生
活
多
様
化
へ
の
適
切
な
対
応
、
さ
ら
に
潜
在
的
行
政
ニ
ー
ズ

の
顕
在
化
等
、
多
く
の
課
題
を
明
確
に
し
た
。

S4
7-
49

県
民
栄
養
調

査
（
3
年
間

の
追
跡
調

査
）

【
調
査
地
区
数
】

18
地
区

【
調
査
実
施
世
帯

数
・
世
帯
員
数
】

延
79
4
世
帯

1,
55
8
人

【
目
的
】

肥
満
と
貧
血
の
実
態
把
握
、
栄
養
指
導
効
果
判
定
検
討
、
個
人

の
食
物
摂
取
状
況
の
把
握
。
調
査
期
間
中
に
栄
養
指
導
を
行
い
、

調
査
の
最
初
の
年
度
と
最
後
の
年
度
に
個
人
調
査
を
実
施
し
、

栄
養
指
導
の
効
果
を
判
定
す
る
。

〇
第
1
年
次

　
・
食
物
摂
取
状
況
：
世
帯
3
日
間
と
個
人
1
日
間
を
実
施

　
・
身
体
状
況
（
別
表
　
）、
栄
養
指
導

〇
第
2
年
次
　
　
・
身
体
状
況
、
栄
養
指
導

〇
第
3
年
次
　
　
　
第
1
年
次
と
同
様

1　
世
帯
・
個
人
と
も
に
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
の
不
足
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
た
ん
ぱ
く
質
・
脂
肪
の
過
剰
が
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
47
年
度
→
49
年
度
の
変
化
は
、
穀
類
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
48
.7
%
→
50
.2
%
　
動
物
性
た
ん
ぱ

く
質
比
43
.1
%
→
46
.6
%
と
変
化
。

2　
主
婦
1
人
1
日
当
た
り
の
漬
物
摂
取
量
は
平
均
88
g。
（
全
国
値
：
国
民
栄
養
調
査
記
載
な
し
）

3　
身
体
状
況
調
査
の
結
果
、
男
性
は
改
善
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
女
性
で
は
貧
血
、
肥
満
が
増
加
傾
向
で
あ
っ
た
。

性
別

年
度

貧
血
者
の
割
合
%

高
血
圧
者
の
割
合
%

肥
満
者
の
割
合
%

男
47

21
.6

21
.3

1.
9

49
20
.1

18
.9

0.
2

女
47

34
.0

15
.1

19
.0

49
34
.6

12
.0

19
.3

S5
2

県
民
栄
養
調

査 （
単
年
度
）

以
降
、
単
年

度
実
施

【
調
査
地
区
数
】

18
地
区

【
調
査
実
施
世
帯
・

世
帯
員
数
】

56
5
世
帯
、
2,
48
5

人

【
調
査
年
度
の
変
更
】

・
県
民
の
栄
養
と
健
康
の
動
向
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
の
継

続
の
必
要
性
と
限
ら
れ
た
予
算
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
、
3
年

間
隔
で
栄
養
調
査
を
実
施
す
る
。
以
降
同
様
。

【
調
査
項
目
・
主
な
内
容
・
対
象
】

・
食
物
摂
取
状
況
：
世
帯
3
日
間

・
身
体
状
況
調
査
（
別
表
　
）

1　
地
帯
別
の
差
が
認
め
ら
れ
る
。
　
各
地
帯
の
値
を
比
較
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
。

栄
養
比
率
%

県
平
均

都
市
近
郊
平
地
農
村

農
山
村

山
村

穀
類
エ
ネ
ル
ギ
ー
比

45
.7

45
.7

42
.1

45
.7

51
.0

動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
比

45
.4

49
.7

45
.7

44
.0

43
.7

動
物
性
脂
肪
比

45
.0

48
.8

42
.7

43
.5

44
.8

S5
5

県
民
栄
養
調

査

【
調
査
実
施
地
区
数
】

18
地
区

【
調
査
実
施
世
帯

数
・
世
帯
人
員
数
】

54
9
世
帯
、
2,
37
8

人

【
目
的
】

食
塩
摂
取
の
実
態
把
握
、
食
物
消
費
パ
タ
ー
ン
に
よ
る
食
品
相

互
の
結
び
つ
き
や
食
パ
タ
ー
ン
の
解
析

【
調
査
項
目
・
主
な
内
容
・
対
象
】

・
食
物
摂
取
状
況
：
世
帯
及
び
個
人
（
1
世
帯
1
人
：
主
婦
）
3

日
間

・
身
体
状
況
調
査
（
別
表
　
）

・
食
生
活
と
塩
分
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
：
主
婦

　
三
訂
食
品
標
準
成
分
表
に
は
食
塩
の
記
載
が
な
い
た
め
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
推
定
量
を
算
出

・
味
噌
汁
の
塩
分
濃
度

1　
食
塩
摂
取
量
は
15
.9
g
で
あ
っ
た
。（
個
人
：
主
婦
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
推
定
量
）

平 均

地
帯
区
分

世
帯
業
態
区
分

都
市
近

郊
平
地
農

村
農
　
山

村
山 村

専
業
農

家
兼
業
農

家
常
用
勤

労
そ
　
の

他
推
定
量 g
15
.9

13
.9

15
.6

16
.1

17
.7

17
.2

16
.7

15
.6

13
.8

2　
食
物
消
費
パ
タ
ー
ン
に
よ
る
解
析
の
結
果
、
S4
3
年
か
ら
の
経
年
変
化
は
、
主
食
多
食
・
伝
統
和
風
型
か
ら

副
食
多
食
・
近
代
洋
風
型
へ
と
進
ん
で
い
る
こ
と
が
判
明
。
穀
類
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
、
44
.2
%
と
更
に
低
下

3　
味
噌
汁
塩
分
濃
度
測
定
結
果

濃
度

0.
5%

以
下

0.
6～

0.
8%

0.
9～

1.
0%

1.
1～

1.
2%

1.
3～

1.
4%

1.
5～

1.
6%

1.
7～

1.
8%

1.
9～

2.
0%

2.
0

以
上
%

分
布
割
合
2.
2%
%
17
.0
%
26
.1
%
24
.1
%
17
.4
%
8.
6%

2.
4%

1.
9%

0.
4%

S5
8

県
民
栄
養
調

査

【
調
査
地
区
数
】

【
調
査
実
施
世
帯
・

世
帯
員
数
】

7
6
2
世
帯
、
3
,
0
6
3

人

【
目
的
】

県
民
減
塩
運
動
の
評
価
、
高
齢
者
の
望
ま
し
い
食
生
活
の
把
握

【
調
査
項
目
・
主
な
内
容
・
対
象
】

・
食
物
摂
取
状
況
：
世
帯
及
び
個
人
（
60
歳
代
）
3
日
間

・
身
体
状
況
調
査
（
別
表
　
）

・
食
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
：
主
婦
及
び
60
歳
代

・
味
噌
汁
の
塩
分
濃
度
：
世
帯

・
味
噌
汁
の
飲
用
量
：
1
歳
以
上

1「
県
民
減
塩
運
動
事
業
」
の
評
価

①
主
婦
1
人
1
日
当
た
り
15
.9
g
→
11
.0
g
に
減
少
。
60
歳
代
は
男
性
13
.0
g、
女
性
11
.8
g

②
味
噌
汁
の
塩
分
濃
度
は
平
均
1.
1%
で
55
年
度
と
変
化
は
な
い
が
、
塩
分
濃
度
1.
5%
以
上
の
世
帯
の
割
合

は
55
年
度
13
.3
%
 今
回
8.
5%
に
減
少
。
味
噌
汁
の
飲
用
量
（
碗
の
杯
数
）
は
男
性
1.
3
女
性
1.
2
で
味
噌

汁
か
ら
の
塩
分
は
1.
4
g
で
あ
っ
た
。

2　
高
血
圧
と
貧
血
を
併
せ
持
つ
者
（
60
代
）
の
食
物
消
費
パ
タ
ー
ン
は
、
漬
物
中
心
・
副
食
少
食
型
で
あ
る
。

3　
孤
食
化
、
個
食
化
、
欠
食
等
の
問
題
や
食
の
外
食
・
市
販
総
菜
利
用
等
の
外
部
依
存
の
傾
向
が
高
ま
る
。

4　
「
嚙
め
な
い
、
好
み
に
合
わ
な
い
、
脂
っ
こ
い
」
な
ど
高
齢
者
の
「
食
に
対
す
る
不
満
」
が
判
明
し
た
。
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S6
1

県
民
栄
養
調

査

【
調
査
地
区
数
】

18
地
区

【
調
査
実
施
世
帯
・

世
帯
員
数
】

7
3
9
世
帯
、
2
,
9
4
2

人

【
目
的
】

世
帯
間
の
食
行
動
の
実
態
把
握

【
調
査
項
目
・
主
な
内
容
・
対
象
】

・
食
物
摂
取
状
況
：
世
帯
及
び
個
人
（
15
-2
9
歳
、
60
-7
9
歳
）

3
日
間

・
身
体
状
況
調
査
（
別
表
　
）

・
食
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
：
食
事
づ
く
り
担
当
者

及
び
15
歳
以
上

1　
食
べ
過
ぎ
、
外
食
依
存
、
孤
・
個
食
の
増
加
等
の
食
生
活
の
乱
れ
が
更
に
進
む
。

2　
食
塩
摂
取
量
の
把
握
：
食
物
摂
取
状
況
よ
り
四
訂
成
分
表
で
の
N
a
換
算
で
15
.5
g。

3　
若
年
者
の
朝
食
欠
食
者
の
増
加
：
19
～
29
歳
　
男
性
23
.3
%
、
女
性
5.
1%
は
各
年
代
の
中
で
最
も
高
く
、

男
性
は
前
回
よ
り
増
加
。

4　
副
食
多
食
・
近
代
型
食
物
消
費
パ
タ
ー
ン
へ
の
移
行
続
く
。

5　
高
血
圧
の
出
現
率
を
年
代
別
に
み
る
と
、
女
性
は
30
歳
代
か
ら
、
男
性
は
40
歳
代
か
ら
多
く
な
り
60
歳
代

で
は
そ
れ
ぞ
れ
約
30
%
で
あ
る
。
肥
満
の
出
現
率
は
、
前
回
調
査
に
比
べ
る
と
前
回
調
査
よ
り
も
高
く
な
っ

て
い
る
年
代
が
多
い
。

H
元

県
民
栄
養
調

査

【
調
査
地
区
数
】

18
地
区

【
調
査
実
施
世
帯
・

世
帯
員
数
】

7
7
1
世
帯
、
3
,
0
5
7

人

【
目
的
】

30
～
40
歳
代
の
個
人
の
食
事
の
実
態
、
運
動
実
施
状
況
等
の

状
況
把
握

【
調
査
項
目
・
主
な
内
容
・
対
象
】

・
食
物
摂
取
状
況
：
世
帯
及
び
個
人
（
30
-4
9
歳
）
3
日
間

・
身
体
状
況
調
査
（
別
表
　
）

・
健
康
・
食
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
：
食
事
づ
く
り

担
当
者
及
び
15
歳
以
上
及
び
30
-4
9
歳

1　
30
～
49
歳
代
の
朝
・
昼
・
夕
食
ご
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
割
合
は
、
男
性
は
朝
食
が
少
な
く
、
夕
食
が
多
い
。

男
性
の
肥
満
者
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
並
び
に
す
べ
て
の
栄
養
素
で
所
要
量
を
満
た
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
平
均

よ
り
お
か
ず
多
食
で
、
伝
統
的
な
食
べ
方
を
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　
 男
性
で
は
夕
食
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
と
飲
酒
と
の
間
に
高
い
正
の
相
関
が
見
ら
れ
た
。
(r
=
0.
60
4　
p<
0.
00
1)

2　
エ
ネ
ル
ギ
ー
過
剰
摂
取
者
は
、
食
塩
摂
取
量
が
多
く
な
っ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

3　
食
事
づ
く
り
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
、
食
事
づ
く
り
を
「
い
つ
も
め
ん
ど
う
と
思
う
」
と
「
と
き

ど
き
め
ん
ど
う
と
思
う
」
を
答
え
た
人
を
合
わ
せ
る
と
79
.4
%
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
外
食
の
利
用
状
況
を
み

る
と
、
男
女
と
も
昼
食
で
の
利
用
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

4　
30
～
49
歳
代
の
運
動
の
実
施
状
況
は
、
過
半
数
の
人
は
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
。
運
動
し
な
い
理
由
の
1
位

は
「
忙
し
く
て
時
間
が
な
い
」
と
答
え
た
人
が
過
半
数
。
ま
た
、
運
動
し
て
い
る
人
の
理
由
は
「
健
康
の
た

め
」
と
答
え
た
人
が
過
半
数
。
こ
の
年
代
の
平
均
歩
数
は
8,
26
0
歩
。

H
4
県
民
栄
養
調

査

【
調
査
地
区
数
】

18
地
区

【
調
査
実
施
世
帯
・

世
帯
員
数
】

7
4
5
世
帯
、
2
,
7
6
7

人

【
目
的
】

20
～
70
歳
代
の
個
人
の
食
事
の
実
態
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
、

尿
中
N
a
排
泄
量
等
の
把
握
、
貧
血
以
外
の
項
目
を
初
実
施
。

【
調
査
項
目
・
主
な
内
容
・
対
象
】

・
食
物
摂
取
状
況
：
世
帯
及
び
個
人
（
20
-7
9
歳
）
3
日
間

・
身
体
状
況
調
査
（
別
表
　
）

・
尿
中
ナ
ト
リ
ウ
ム
等
排
泄
量
調
査
：
20
-7
9
歳

・
食
塩
摂
取
行
動
及
び
意
識
調
査
・
健
康
リ
ズ
ム
・
骨
粗
し
ょ

う
症
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
：
15
歳
以
上

1　
食
塩
摂
取
量
　
13
.7
g、
尿
中
食
塩
排
泄
量
　
男
性
11
.5
g
女
性
10
.1
g
に
減
少

2　
C
a、
ビ
タ
ミ
ン
B
2
が
依
然
不
足
し
て
い
る
。

3　
20
～
30
歳
代
の
食
生
活
の
乱
れ
が
進
む
傾
向
。
栄
養
素
等
摂
取
不
足
、
朝
食
欠
食
、
外
食
増
加
。

4　
米
の
摂
取
量
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
、
副
食
少
食
・
近
代
洋
風
型
食
物
消
費
パ
タ
ー
ン
へ
の
移
行
続
く
。

5　
高
脂
血
症
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
、
中
性
脂
肪
の
異
常
値
者
は
30
～
50
歳
代
の
男
性
に
多
く
、
30
%
を

上
回
っ
て
い
た
。
50
歳
男
性
で
は
、
飲
酒
と
中
性
脂
肪
値
に
関
係
が
み
ら
れ
た
。

6　
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
た
め
に
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
が
あ
る
人
は
、
15
歳
以
上
の
女
性
の
44
.4
%
。

H
7
県
民
栄
養
調

査

【
調
査
地
区
数
】

18
地
区

【
調
査
実
施
世
帯
・

世
帯
員
数
】

6
5
0
世
帯
、
2
,
3
9
9

人

【
目
的
】

20
～
70
歳
代
の
個
人
の
食
事
、
運
動
実
施
状
況
、
喫
煙
状
況

【
調
査
項
目
・
主
な
内
容
・
対
象
】

・
食
物
摂
取
状
況
：
世
帯
及
び
個
人
（
20
-7
9
歳
）
3
日
間

・
身
体
状
況
調
査
（
別
表
　
）

・
食
生
活
、
運
動
、
休
養
、
喫
煙
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
：
調
理
担
当
者
及
び
15
歳
以
上

・
運
動
量
調
査
（
歩
数
計
に
よ
る
。）
：
20
-7
9
歳
、
3
日
間

1　
近
代
洋
風
型
食
物
消
費
パ
タ
ー
ン
へ
の
移
行
続
く
。

2　
食
塩
摂
取
量
の
増
加
　
14
.9
g　
男
性
15
.7
g
女
性
14
.0
g。
（
H
4：
13
.7
g）

3　
20
-4
0
歳
代
は
C
a
が
不
足
し
て
い
る
。

4　
ひ
と
り
暮
し
者
の
摂
取
食
品
数
が
少
な
い
。
34
.0
%
の
者
が
1
日
20
食
品
未
満
。

5　
20
歳
代
男
性
の
運
動
不
足
が
判
明
―
国
民
栄
養
調
査
結
果
と
比
し
、
1.
20
0
歩
少
な
い
7.
47
8
歩
。

6　
成
人
の
2
人
に
1
人
は
喫
煙
し
て
い
る
。

H
10
県
民
栄
養
調

査

【
調
査
地
区
数
】

10
地
区

【
調
査
実
施
世
帯
・

世
帯
員
数
】

4
5
8
世
帯
、
1
,
5
3
4

人

【
目
的
】

20
～
70
歳
代
の
個
人
の
食
事
把
握
、
運
動
実
態
の
把
握
。

【
調
査
項
目
・
主
な
内
容
・
対
象
】

・
食
物
摂
取
状
況
：
世
帯
及
び
個
人
（
20
-7
9
歳
）（
3
日
間
）

・
身
体
状
況
調
査
（
別
表
　
）

・
食
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
：
調
理
担
当
者
及
び

15
歳
以
上

・
運
動
量
調
査
（
歩
数
計
に
よ
る
）：
20
-7
9
歳
（
3
日
間
）

1　
20
-4
0
歳
代
の
食
生
活
の
乱
れ
（
鉄
・
C
a・
ビ
タ
ミ
ン
の
不
足
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
脂
質
の
過
剰
、
野
菜
・
果

実
の
不
足
）
が
続
く
。

2　
男
女
と
も
朝
食
欠
食
者
が
増
加
し
、
特
に
19
-2
9
歳
男
性
と
40
歳
代
男
女
で
増
加
。

3　
食
塩
摂
取
量
は
減
少
せ
ず
（
14
.9
g）
。
ま
た
、
42
.3
%
の
世
帯
で
1
日
1
人
あ
た
り
15
g
以
上
摂
取
。

4　
1
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
夕
食
で
摂
る
割
合
が
高
く
、
男
性
の
50
.2
%
は
夕
食
過
食
。

5　
男
性
の
過
多
体
重
・
肥
満
者
は
、
50
歳
代
で
最
も
多
く
、
50
.0
%
で
あ
っ
た
。

6　
運
動
量
は
、
全
体
の
33
,8
%
が
6,
00
0
歩
未
満
で
あ
っ
た
。

H
13
県
民
・
健
康

栄
養
調
査

【
調
査
地
区
数
】

11
地
区

【
調
査
実
施
世
帯
・

世
帯
員
数
】

4
6
1
世
帯
、
1
,
4
3
7

人

【
目
的
】

各
個
人
の
食
物
繊
維
等
把
握
、
生
活
習
慣
・
運
動
実
態
把
握

【
調
査
項
目
・
主
な
内
容
・
対
象
】

食
物
摂
取
状
況
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
世
帯
と
個
人
を
対
象
と

し
た
方
式
か
ら
、
個
人
調
査
の
み
と
し
て
実
施
。
以
降
同
様
。

・
食
物
摂
取
状
況
：
個
人
（
1
歳
以
上
）
3
日
間

・
身
体
状
況
調
査
（
別
表
　
）

・
食
生
活
健
康
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
：
調
理
担
当
者
及

び
15
歳
以
上

・
運
動
量
調
査
（
歩
数
計
に
よ
る
。）
：
20
-7
9
歳
、
3
日
間

1　
若
年
世
代
で
は
C
a、
食
物
繊
維
が
男
女
と
も
不
足
傾
向
。
栄
養
素
の
所
要
量
に
対
し
て
の
充
足
割
合
（
%
）

男
女

15
-1
9
歳

20
歳
代

30
歳
代

15
-1
9
歳
代

20
歳
代

30
歳
代

Ｃ
ａ

63
.3

64
.7

76
.0

64
.4

70
.0

71
.2

食
物
繊
維

44
.6

44
.0

55
.1

50
.0

51
.6

67
.8

2　
15
-3
0
歳
代
で
は
、
牛
乳
、
緑
黄
色
野
菜
の
摂
取
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。（
g）

男
女

15
-1
9
歳

20
歳
代

30
歳
代

15
-1
9
歳
代

20
歳
代

30
歳
代

生
乳

12
5.
6

38
.3

83
.0

10
8.
4

70
.3

90
.6

緑
黄
色
野
菜

 7
5.
4

70
.2

88
.6

 7
5.
0

79
.0

96
.9

3　
男
女
と
も
19
-2
9
歳
代
の
朝
食
欠
食
が
増
加
し
、
男
性
で
は
34
.2
%
、
女
性
で
は
18
.9
%
.

4　
糖
尿
病
予
備
群
29
万
人
弱
と
推
定
さ
れ
る
。

5　
40
歳
代
男
性
の
肥
満
と
20
・
30
歳
代
女
性
の
「
瘦
せ
」
が
課
題
と
な
る
。
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H
16
県
民
・
健
康

栄
養
調
査

【
調
査
地
区
数
】

11
地
区

【
調
査
実
施
世
帯
・

世
帯
員
数
】

4
6
6
世
帯
、
1
,
4
0
0

人

【
目
的
】

・
健
康
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
な
が
の
21
（
健
康
増
進
計
画
）
の

中
間
評
価

・
第
6
次
改
定
日
本
人
の
栄
養
所
要
量
―
食
事
摂
取
基
準
の
考

え
方
に
よ
る
解
析
を
導
入

【
調
査
項
目
・
主
な
内
容
・
対
象
】

・
食
物
摂
取
状
況
：
個
人
（
1
歳
以
上
）
3
日
間

・
身
体
状
況
調
査
（
別
表
　
）

・
食
生
活
・
健
康
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
：
15
歳
以
上

・
運
動
量
調
査
（
歩
数
計
に
よ
る
。）
：
20
-7
9
歳
、
3
日
間

1　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
及
び
予
備
群
は
45
万
人
と
推
定
さ
れ
る
。

2　
50
歳
以
上
の
男
性
で
は
、
1
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
占
め
る
夕
食
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
が
40
%
を
超
え
る
者

が
5
割
以
上
で
あ
る
が
、
20
-4
0
歳
代
の
男
性
は
前
回
調
査
よ
り
20
ポ
イ
ン
ン
ト
少
な
い
40
%
。

3　
高
齢
男
性
の
低
栄
養
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
 血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
3.
8
g/
dl
未
満
の
者
の
割
合
70
歳
以
上
男
性
4.
2%
と
他
の
年
代
に
比
し
高
い
。
ま
た

同
者
に
貧
血
の
割
合
が
38
.0
%
と
他
の
年
代
に
比
し
高
い
。

4　
若
年
者
の
食
生
活
の
乱
れ
（
朝
食
欠
食
、
野
菜
の
不
足
、
食
物
繊
維
の
不
足
、
脂
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
剰
等

が
課
題
と
な
る
。
欠
食
回
数
が
多
い
ほ
ど
、「
第
6
次
改
定
日
本
人
の
栄
養
所
要
量
」
の
R
D
A
を
満
た
し
て

い
な
い
者
の
割
合
が
多
い
。
ま
た
、
欠
食
回
数
が
多
い
ほ
ど
そ
の
割
合
は
多
い
。

5　
食
塩
摂
取
量
男
性
12
.4
g
女
性
10
.7
g（
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
男
性
12
.1
g
女
性
10
.5
g）

H
19
県
民
・
健
康

栄
養
調
査

【
調
査
地
区
数
】

35
地
区

【
調
査
実
施
世
帯
・

世
帯
員
数
】

5
4
4
世
帯
、
1
,
2
7
1

人

【
目
的
】

健
康
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
な
が
の
21
（
健
康
増
進
計
画
）
の
中

間
評
価

【
調
査
項
目
・
主
な
内
容
・
対
象
】

今
回
の
調
査
か
ら
、
国
が
示
し
た
都
道
府
県
健
康
栄
養
調
査
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
実
施
。

・
食
物
摂
取
状
況
：
個
人
（
1
歳
以
上
）
1
日
間
　

・
身
体
状
況
調
査
（
別
表
　
）

・
健
康
・
食
生
活
意
識
調
査
：
15
歳
以
上

・
運
動
量
調
査
（
歩
数
計
に
よ
る
。）
：
15
歳
以
上
、
1
日
間

1　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
及
び
予
備
群
は
中
高
年
男
性
の
2
人
に
1
人
、
同
女
性
の
5
人
に
1

人
と
推
定
さ
れ
る
。

2　
食
塩
摂
取
量
は
11
.8
g
男
性
12
.8
g
女
性
10
.9
g
で
、
依
然
と
し
て
多
い
。（
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
男
性

12
.0
g
女
性
10
.3
g）

3　
若
い
世
代
の
食
生
活
で
は
、
朝
食
欠
食
、
野
菜
摂
取
量
の
不
足
、
脂
質
の
摂
り
す
ぎ
な
ど
が
課
題
。

 ①
20
歳
代
の
朝
食
欠
食
男
性
20
.5
%
z
女
性
16
.6
%

 ②
脂
肪
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
の
適
正
を
超
え
る
者
の
割
合
の
最
大
値
で
は
男
性
は
30
歳
代
で
57
.4
%
、
女
性
40

歳
代
で
61
.3
%
。

 ③
1
日
の
野
菜
摂
取
目
標
量
35
0g
に
満
た
な
い
背
景
に
は
朝
食
欠
食
、
外
食
や
調
理
済
み
食
品
の
利
用
が
多

い
た
め
。

 ④
5
若
い
世
代
で
は
男
女
と
も
郷
土
料
理
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
が
多
い
。
20
歳
代
男
性
90
.2
%
女
性

65
.8
%
。
全
体
で
は
男
性
71
.5
%
女
性
28
.6
%

4　
日
常
生
活
に
お
け
る
身
体
活
動
・
運
動
の
不
足
。
20
-6
4
歳
の
歩
行
数
男
性
8,
50
3
女
性
7,
80
2
で
、
県
健

康
増
進
計
画
「
健
康
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
な
が
の
」
目
標
値
10
,0
00
を
満
た
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
肥
満
出
現

率
は
5,
00
0
歩
未
満
の
者
35
.3
%
　
10
,0
00
歩
以
上
の
者
16
.9
%
。

5　
現
在
習
慣
的
に
喫
煙
し
て
い
る
割
合
、
男
性
約
4
割
、
女
性
約
1
割
。

H
22
県
民
・
健
康

栄
養
調
査

【
調
査
地
区
数
】

39
地
区

【
調
査
実
施
世
帯
・

世
帯
員
数
】

54
5
世
帯
1,
24
4
人

【
目
的
】

健
康
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
な
が
の
21
の
最
終
評
価

【
調
査
項
目
・
主
な
内
容
・
対
象
】

・
食
物
摂
取
状
況
：
個
人
（
1
歳
以
上
）
1
日
間
及
び
各
単
位

区
2
世
帯
22
0
人
は
2
日
間

・
身
体
状
況
調
査
（
別
表
　
）

・
健
康
・
食
生
活
意
識
調
査
：
15
歳
以
上

・
運
動
量
調
査
（
歩
数
計
に
よ
る
。）
：
15
歳
以
上

1　
高
血
圧
が
強
く
疑
わ
れ
る
人
は
、
40
～
74
歳
男
性
で
約
5
割
、
同
女
性
で
約
3
割
。

2　
肥
満
度
が
高
い
ほ
ど
、
高
血
圧
、
低
H
D
L
-
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
高
L
D
L
-
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で
あ
る
。

3　
成
人
で
適
正
体
重
を
維
持
し
て
い
る
人
は
7
割
で
、
肥
満
は
男
性
に
、
瘦
せ
は
女
性
に
多
い
。
肥
満
の
男
性

29
.6
%
、
瘦
せ
の
女
性
15
.3
%
。

4　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
強
く
疑
わ
れ
る
人
及
び
予
備
群
と
考
え
ら
れ
る
男
性
は
約
5
割
。

5　
日
常
生
活
に
お
け
る
身
体
活
動
・
運
動
の
不
足
。
20
～
64
歳
の
歩
行
数
男
性
8,
28
2
女
性
6,
96
6
歩
で
前
回

よ
り
さ
ら
に
不
足
し
て
い
る

6　
成
人
1
人
1
日
当
た
り
の
食
塩
摂
取
量
は
、
男
性
12
.4
g
女
性
10
.6
g
で
全
国
平
均
よ
り
も
高
い
。
食
塩

を
摂
り
過
ぎ
て
い
る
人
は
男
女
と
も
9
割
。

7　
脂
質
を
取
り
す
ぎ
て
い
る
人
の
割
合
は
、
男
女
と
も
30
～
49
歳
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

8　
野
菜
の
摂
取
35
0
g
目
標
量
を
、
20
～
49
歳
の
男
性
の
約
8
割
、
女
性
の
約
9
割
が
達
し
て
い
な
い
。
外
食

を
利
用
し
た
人
の
方
が
、
利
用
し
な
か
っ
た
人
よ
り
野
菜
の
摂
取
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

9　
現
在
習
慣
的
に
喫
煙
し
て
い
る
割
合
、
男
性
28
.1
%
女
性
5.
6%
と
、
前
回
と
比
し
全
体
的
に
は
減
少
傾
向

に
あ
る
が
若
い
世
代
で
は
高
い
。

別
表
　
県
民
健
康
・
栄
養
調
査
等
年
度
別
身
体
状
況
調
査
の
項
目
一
覧

年
度

体
位

尿
血
圧

肥
満
度

血
液

そ
の
他

S4
2-
46

30
歳
以
上
30
歳
以
上
30
歳
以
上

全
血
比
重
、
血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
：
30
歳
以
上

X
線
、
心
電
図
、
眼

底
：
30
歳
以
上

S4
7-
49

52
,5
5
1
歳
以
上

30
歳
以
上
30
歳
以
上
皮
下
脂
肪
厚
（
栄
研
式
）
6
歳
以
上

全
血
比
重
、
血
色
素
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
：
15
-5
9
歳

S5
8

6
歳
以
上

15
歳
以
上
15
歳
以
上
皮
下
脂
肪
厚
（
栄
研
式
）
6
歳
以
上

全
血
比
重
、
血
色
素
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
：
6
歳
以
上

S6
1

1
歳
以
上

30
歳
以
上
30
歳
以
上
皮
下
脂
肪
厚
（
栄
研
式
）
6
歳
以
上

全
血
比
重
、
血
色
素
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
、
ビ
タ
ミ
ン
B
1：
15
歳
以
上

H
1

1
歳
以
上

6
歳
以
上

30
歳
以
上
皮
下
脂
肪
厚
（
栄
研
式
）
6
歳
以
上

血
色
素
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
：
15
歳
以
上

H
4

1
歳
以
上

6
歳
以
上

30
歳
以
上
皮
下
脂
肪
厚
（
栄
研
式
）
6
歳
以
上

血
色
素
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
、
中
性
脂
肪
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
総
た
ん
ぱ
く
、
血
糖
、

ア
ル
カ
リ
フ
ォ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
：
15
歳
以
上

H
7

6
歳
以
上

6
歳
以
上

15
歳
以
上
皮
下
脂
肪
厚
（
栄
研
式
）
6
歳
以
上

血
色
素
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
、
中
性
脂
肪
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
総
た
ん
ぱ
く
、
血

糖
、：
20
歳
以
上

H
10

6
歳
以
上

6
歳
以
上

15
歳
以
上
B
M
I：
20
歳
以
上

血
色
素
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
、
中
性
脂
肪
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
総
た
ん
ぱ
く
、
血

糖
、：
20
歳
以
上
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H
13

1
歳
以
上

6
歳
以
上

15
歳
以
上
B
M
I
及
び
体
脂
肪
測
定
装
置
：
15

歳
以
上

血
色
素
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
、
中
性
脂
肪
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
、
血
糖
、

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1c
：
20
歳
以
上

H
16

1
歳
以
上

6
歳
以
上

15
歳
以
上
B
M
I
及
び
腹
囲
：
15
歳
以
上

血
色
素
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
、
中
性
脂
肪
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
、
血
糖
、

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1c
：
20
歳
以
上

H
19

1
歳
以
上

6
歳
以
上

15
歳
以
上
B
M
I
及
び
腹
囲
：
6
歳
以
上

血
色
素
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
、
赤
血
球
数
、
白
血
球
数
、
血
小
板
数
、
中
性
脂
肪
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
H
D
L
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
総
た
ん
ぱ
く
、
フ
ェ
リ
チ
ン
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
、
血
糖
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1c
：
20
歳
以
上

開
眼
片
足
立
ち
時
間

H
22

1
歳
以
上

15
歳
以
上
B
M
I
及
び
腹
囲
：
6
歳
以
上

血
色
素
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
、
赤
血
球
数
、
白
血
球
数
、
血
小
板
数
、
中
性
脂
肪
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
H
D
L
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
総
た
ん
ぱ
く
、
フ
ェ
リ
チ
ン
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
、
血
糖
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1c
：
20
歳
以
上

表
2　
栄
養
素
等
摂
取
量
の
年
次
推
移
（
1
人
1
日
あ
た
り
）

年
　
度

S4
7

S5
2

S5
5

S5
8

S6
1

H
元

H
4

H
7

H
10

H
13

H
16
 

H
19

H
22

世
帯
数
　

栄
養
素
等

79
4

56
5

54
9

76
2

73
9

77
1

74
5

65
0

45
8

46
1

46
6

54
4

54
5

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
kc
al
）

2,
76
4

2,
90
5

2,
25
0

2,
18
7

2,
19
8

2,
13
5

2,
07
2

2,
09
4

2,
05
2

1,
90
1

1,
98
8

1,
96
3

1,
98
7

た
ん
ぱ
く
質
（
g）

91
.4

92
.8

73
.7

72
.0

80
.8

80
.2

80
.5

83
.9

83
.3

72
.4

73
.9

72
.0

72
.9

（
内
動
物
性
）（
g）

―
42
.1

36
.8

35
.8

39
.6

39
.4

41
.2

43
.6

42
.8

38
.4

37
.9

38
.7

38
.8

脂
質
（
g）

60
.9

58
.7

61
.5

59
.8

59
.2

59
.2

56
.0

60
.1

59
.1

55
.5

56
.1

55
.1

55
.6

（
内
動
物
性
）（
g）

―
26
.4

27
.3

26
.1

―
―

―
―

―
―

―
28
.4

29
.1

（
内
魚
介
類
を
除
く
動
物
性
）（
g）

―
―

―
―

17
.8

19
.1

19
.2

20
.4

21
.2

21
.2

21
.6

21
.7

23
.4

糖
質
（
g）

―
36
2.
6

33
2

32
2

31
5

30
2

29
1

28
5

27
9.
8

27
7.
5

28
0

27
8.
1

28
1

（
う
ち
食
物
繊
維
）（
g）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
14
.5

15
.3

15
.4

16
.6

カ
ル
シ
ウ
ム
（
m
g）

67
3

65
9

62
4

66
8

59
9

59
0

59
5

62
4

63
3

53
9

56
7

57
3

54
5

鉄
（
m
g）
 

15
.4

16
.0

15
.1

15
.4

11
.9

11
.6

11
.4

12
.0

12
.0

9.
2

9.
5

8.
5

8.
4

ビ
タ
ミ
ン
A

（
IU
） 

1,
20
5

1,
39
0

1,
37
0

1,
33
1

2,
25
4
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表 3　健康教室実施方針
1　一般目標

受講者やその家族等の健康の保持増進を図る
2　個別目標　（一般目標達成のための具体的な目標）

（1）食物の適正量を知り、それを摂取できるようになる。
（2）食生活上の問題点を知り、それを改善できるようになる。
（3）運動の必要性を知り、安全で有効な運動を日常化できるようになる。
（4）休養の必要性を理解し、合理的な生活リズムをつくることができるようになる。

3　個別目標達成のための手立て
受講者自らが健康増進を生活化していくためには、健康教室において、主体的・能動的な学習が展開されること
が大切である。そこで、受講者の果たす努力範囲と、それに働きかける教室スタッフの役割を次のように整理す
る。

目標達成の順序 受講者の果たす努力範囲 スタッフの働きかけと役割

（1）問題点の確認と改
善目標を立てる。

・受講を契機に自己の日常生活を
見直す
・改善点を確認の上、各自固有の
目標を立てる
・集約した目標の中から、教室と
しての目標を定めるため、集団意
志決定する。

【問題点の提起】＊食生活・・・食事診断、生活記録による。
＊運動・・・・・日常の身体活動のの程度を把握するために医
学的検査とアンケート調査をする。
＊休養・・・・・休養状況調査、生活記録による。
＊医学的検査・問診、心電図、検尿、血圧等の健康度チェック。
＊健康と健康障害の実態・・各種統計等から現状と課題を示す。

（2）改善目標達成（解
決）のための手立てを
整理する。

・集団決定の目標に併せて個人の
目標を集中的に絞る。
・グル―プワークの中から理解を
深める。

【手立てを提供する】
＊適正状態と問題点（現状）との差を縮めるため、具体的な方
法で、しかも、日常生活で実践可能な方法を提供する。
＊実践を進める場合の段階についてアドバイスする。

（3）実践する

・日常生活に積極的にとり入れて
実施する。
・食生活記録、運動記録をつける。

【実践度合いのチェック】
＊集団指導、個別指導を各種の調査等から、適切な実施と実践
へと導く。
（食生活記録、運動の記録表を渡す）

（4）評価する

・修了時において第 1回目改善目
標に対する達成状況を自己評価す
る。
・継続学習の必要なことを知る。

【第 1回目の問題点提起時の医学的検査、食事診断、運動記録、
生活時間記録、休養状況調査を修了時にも実施する】
＊達成状況をみる。
　　　＊集計後のデータ分析
　　　　　　＊実施内容の再検討
　　　　　　　　　＊次回のプランニングに活かす

（5）健康増進プログラ
ムの作成

・修了をステップとして、プログ
ラム（生活処方）をつくり、実
践・習慣化に努力する。

【データに基づき個人の生活に即したプログラムを提供する】
（スタッフによる個人別プログラム作成検討会の開催）

（6）定着化を進める

・教室修了者団体（長野県食生活
改善推進協議会）に入会する。
・地域伝達を行う。
・地域活動の推進役になる。

【定着度合いのチェック】
＊修了者団体に対して
＊受講者個々に対して
【修了者を地域推進力として活用する】

実践普及活動、関係者間の連携・研究討議等を
実施し、評価年度である昭和 58 年度県民栄養
調査結果では、主婦 1日当たり 11.0 g と、目
標 13.0 g を上回る成果を上げた 13,15,16）。更にこ
の調査結果は県民の食生活の乱れを明らかにし、
「食育」推進の必要性を顕在化させた。新たな
サイクル、即ち、食卓 “愛” の運動事業の企画
である。全国初の「県民食生活指針」を策定し、
平成 17 年制定の食育基本法より 20 数年も前に
食育事業をスタートさせている14-15）。

5）　こうした仕組みを確立する前に、脳卒中対策の
一環として県民の食生活の実態を把握する調査
研究に着手し、その結果を公衆栄養活動に反映
させたことから、長野県では昭和 42 年度には
既にその企画力があったといえる16-17）。

6）　県民健康・栄養調査等を活用した長野県の健康
増進・栄養改善事業を PDCAサイクルに則っ
て整理したのが表 5である。既に実施（Do）
した部分を見極め（Check）、その水面下にあ
る新たなニーズを県民健康・栄養調査等で掘り
起こし（アセスメント）、企画（Plan）し、実
施しても残された課題を改善（Act）する、こ
の連続的、継続的な活動が積み重ねられている
ことが明らかになった。

7）　地域保健法の施行により従来、県の保健所等が
行ってきた一般的な栄養指導は身近な市町村事
業へ移譲された。平成 9年度、市町村における
公衆栄養マネージメントを支援するため、保健
所単位と市町村単位との両者に健康増進・栄養
計画策定を事業化し、市町村栄養士の配置の促
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表 4　健康教室プログラム例　（一般中高年女性　40 人）
区分 科目 方法 内容 担当者 準備品 所用時間
1回目
7月 1日

健康度測定

開講式
健康な生涯を
おくるために

健診等

講義等

問診、血圧測定、検尿、肥満度、心電図（安静時・負荷）
食事診断、生活時間調査、休養状況調査、運動実施状況調
査
保健所長・市長村長挨拶、オリエンテーション
・生涯を通じて各ライフステージに適した健康増進をする
必要があること
・健康障害の実態から身近な健康問題を考え、家族から地
域へと健康増進の輪を広げていくことが大切なこと

医師、栄養士、保
健師、臨床検査技
師
保健所長
市長村長、

市町村保健師等

各種測定機器、
テキスト、フード
モデル、

管内の健康問題

2時間 30 分

30 分
1 時間 30 分

1 時間

2回目
7月 8日
（1週間後）

さわやかトレ
ーニング

食物の適正量
について

講義

実技

講義及
びグル
ープワ
ーク

運動の必要なこと、労働との違いについて
　・運動不足の害、運動の効果、個人に適した運動の進め
方
　・安全チェック（脈拍の測定）、運動記録のつけ方等
運動実技
　・健康度測定の結果から個人個人の運動を処方する。
　・歩行を中心とした健康づくりのための運動の実技
　・身体を動かす楽しさ、仲間づくりの楽しさ、スキンシ
ップの楽しさをねらったレクリエーションを行う。
健康度測定時の食事診断の結果と望ましい量とを比較検討
する。
　・食事型紙を作り、食費、食事時間その他について、話
し合い改善目標をたてる。

栄養士、保健師

運動指導員

栄養士

運動処方箋
テキスト　ストッ
プウォッチ
救急用具・機器
運動着、靴、カセ
ットとテープ一式

テキスト
食事診断結果票
フードモデル

1時間

1時間 30 分

1 時間 30 分

3 回目
7月 15 日
（2週間後）

さわやかトレ
ーニング
1日の食事量
について
食生活上の問
題点を見つけ
る

実技

実技

グルー
プワー
ク

運動記録のチェック、安全チェック
歩行を中心とした運動実技（脈拍測定）
1日分の適正量について調理実習

生活時間の記録を検討する。
　・食事づくりの時間、食事時間、運動の時間、間食の程
度等について改善点を見つける。

栄養士、保健師、
運動指導員
栄養士　栄養指導
補助員

栄養士

第 2回と同様

献立表、調理材料、
エプロン

1時間

1時間 30 分

1 時間 30 分

4 回目
7月 29 日
（2週間後）

さわやかトレ
ーニング
成人病（循環
器系を中心）
について

実技

講義

実技

運動記録のチェック、安全チェック
歩行を中心とした運動実技（脈拍測定）
成人病は日常の生活習慣から派生することが多く、予防が
かのうであること。健康度測定結果を参考に改善点を考え
る。
味噌汁の食塩濃度を測定し、塩味の好みを評価する。
1日分の摂取塩分量を算出してみる。
低塩食の調理実習

栄養士、保健師、
運動指導員
栄養士　保健師

栄養士　栄養指導
補助員

第 2回と同様

テキスト

各家庭の味噌汁
食塩濃度計
献立表、調理材料、
エプロン

1時間

2時間

1時間

5回目
8月 12 日
（2週間後）

さわやかトレ
ーニング

肥満について

実技

講義

実技

運動記録のチェック、安全チェック
歩行を中心とした運動実技（脈拍測定）
さわやかな汗を流す楽しいレクリエーション
肥満の害とその予防について
・健康度測定を参考に太りすぎない生活について考える。
セルフチェックポイントは間食の内容と回数等のチェック
食事バランスと食べ方やリズムのチェック
運動量のチェック等
1食分の調理実習
　・食事時間を測定し、早食いかどうかを点検する。

栄養士、保健師、
運動指導員

栄養士

栄養士　栄養指導
補助員

第 2回と同様
カセットとテープ
一式

献立表、調理材料、
エプロン、ストッ
プウォッチ

1時間

1時間 30 分

1 時間 30 分

6 回目
8月 26 日
（2週間後）

さわやかトレ
ーニング

貧血について

休養について

実技

講義

実技
講義

運動記録のチェック、安全チェック
歩行を中心とした運動実技（脈拍測定）
家庭で家族と一緒に楽しむレクリエーション
貧血の原因とその予防について
　・手づくり食の大切さ、買い物に行けない時、食事づく
りに時間の取れない時の献立を考える。
貧血予防に気を配った組み合わせ食の調理実習
積極的・消極的休養とそのバランスについて
ストレス解消法について
生活リズム（1日、1週間、1ヶ月、1年、ライフサイクル
における）のたて方について。
健康度測定時の休養状況調査結果を検討し、問題点を見つ
ける。

栄養士、保健師、
運動指導員

栄養士　栄養指導
補助員

保健師

第 2回と同様
カセットとテープ
一式
テキスト
献立表、調理材料、
エプロン、ストップ
ウォッチ
休養状況調査結果
票

1時間

2時間

1時間

7回目
9月 9日
（2週間後）

健康度測定
我が家の緑野
菜確保するた
めにみんなで
進める健康づ
くり

修了式

健診等
講義
グルー
プワー
ク
全体討
議

第 1回と同様
計画的な菜園づくりによる自給率向上と緑野菜の確保のた
めの工夫について
地域ぐるみで健康づくりに取り組むことが必要なこと。そ
れには自主的な地区組織活動が必要なこと。
改善目標達成状況を披露し合い、今後の健康増進への取り
組みについて討論する。
　・修了者団体（長野県食生活改善推進協議会地元支部）
の活動の紹介、入会して今後も継続的に学習し、地域の推
進力となることを確認し合う。
保健所長・市長村長挨拶、修了証交付

第 1回と同様
農業技術員

食生活改善推進協
議会役員

保健所長
市長村長

第 1回と同様
テキスト

食生活改善推進協
議会会の活動状況

修了証

2時間 30 分
1 時間

1時間

1時間

30 分
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進とその後の「健康増進法法定健康増進計画」
策定のベースとした。保健所単位の地域計画策
定の流れは図 1であり、市町村単位版も同様で
ある。市町村においてもアセスメントの 1つに
県民健康・栄養調査等のデータを活用した
PDCAサイクルによる活動が始まり、平成 12
年「健康日本 21」がスタートする 3年前に、
県・市町村共に健康づくり計画に着手したので
ある。市町村と協働で、県民の栄養改善・健康
増進に関する課題を共有し、相互乗り入れ並び
にポピュレーション・ハイリスクの 4層のアプ
ローチで実施してきたことが、地域保健活動の
活性化につながっている18）。

（3）　アンケート調査
　アンケートの結果は表 6-1～6-6 のとおりである。
性別、年代別に x2 検定により検討した結果、年代
別に有意差が認められる回答項目が複数あった。
　1）「減塩の心がけがある」と回答している者の割
合をみると 10～20 歳代はそれ以降の年代に比し、
有意に低い傾向を示した（表 6-2）。①「塩辛いも
のを控える」、③「薄味の調理の工夫」でも 10～20
歳代はそれ以降の年代に比し、有意に低かった（表
6-3）。
　2）「減塩の心がけが無し」とした理由には年代別
に有意差が認められなかった。④「必要はあると思

うが実践方法が分からない」が 37.7%と最も高い
理由であった（表 6-4）。
　3）「加工食品の栄養成分表示の活用」については、
表 6-5 に示すとおり③「市販の惣菜の表示」を望む
者は 30 歳代以降が有意に高かった。
　4）「減塩の食支援環境整備」については、①「小
さいときからの食育」が 60 歳代以降の者に望まれ
ているが、10～20 歳代では約 20%低かった（表
6-6）。
　今回の調査結果により、減塩の食支援環境整備に
は、年代別のアプローチの工夫の必要性、とりわけ
若い世代への啓発、栄養教育等の重要性が示された。

4．考察

（1）　県民健康・栄養調査等の意義　
　平成 15 年施行の健康増進法では、全国の都道府
県に対し、「健康増進計画」の策定を義務付けてお
り、現在では各都道府県単位に健康・栄養調査を実
施している。そのためのマニュアルが厚生労働省か
ら示され、国民健康・栄養調査や都道府県健康・栄
養調査との比較検討も可能となった。長野県が栄養
調査を開始した昭和 42 年当時は、マニュアルも無
い中、他の地方自治体との情報交換も無い中で、政
策的、自主的、先駆的に着手したことの意義は大き
いと考えられる。

図 1　健康増進栄養計画策定の流れ　（「長野県衛生部「地域健康増進栄養計画策定の手引き」から）
①計画策定の目的と方針の決定
　市町村等への周知、説明 作業日程の決定

住民意識の把握
　既存のデータの活用、実態把握のための調査実施

ワーキング会議での検討

②現状の把握

� 現状の分析�
⎧
⎜
⎨
⎜
⎩

・他の保健計画の内容の確認
・調査結果の検討
・健康増進・栄養改善事業の実施状況
・ワーキング会議での検討

　課題の把握

　健康水準の目標の設定 　住民の健康水準をどの程度にするか

③ 　事業等実施目標水準の設定 　�地域保健医療計画、母子保健計画等との
調整を図り設定

　具体的実施計画の検討

　計画案の作成 　ワーキング会議での検討

④計画の検討・策定 　�保健所運営会議及び地域保健検討協議会
等において検討し、策定

⑤⑥計画の周知、元気な健民食生活指針の策定
⎧
⎜
⎜
⎜
⎨
⎜
⎜
⎜
⎩

・地域保健検討協議会等において検討
・計画どおりに事業が実施されたか
・改善すべき点は何か
�・事業の実施により目標がどの程度達成
されたか
・計画の見直し

⑦実施、評価
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表
5　
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
か
ら
み
た
長
野
県
の
健
康
増
進
・
栄
養
改
善
事
業
を
概
要
の
変
遷

ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
県
民
栄
養
調
査

等
に
よ
る
地
域
診
断
、
課
題
の
明

確
化
）

P：
プ
ラ
ン
（
課
題
解
決
の
た
め

の
地
域
実
践
活
動
の
事
業
計
画
）
D
：
実
施
（
地
域
実
践
活
動
の
事

業
の
具
体
的
内
容
）

C
：
評
価
（
地
域
実
践
活
動
の
事

業
成
果
、課
題
等
を
、事
業
最
終
期

の
県
民
栄
養
調
査
等
に
よ
り
評
価
）

A
：
改
善
（
課
題
解
決
の
た
め
の

事
業
計
画
・
施
策
化
、
ア
セ
ス
メ

ン
ト
・
プ
ラ
ン
へ
の
F
ee
d 
ba
ck
）

参
考
：
国
の
施
策
等

【
S4
2-
46
年
度
（
5
年
間
）
の
成

人
病
に
関
す
る
食
生
活
実
態
調
査

等
の
結
果
】
か
ら

・
県
的
に
初
め
て
高
血
圧
症
の
問

題
を
食
生
活
の
観
点
か
ら
調
査

・
栄
養
素
摂
取
状
況
、
食
物
摂
取

状
況
、
食
習
慣
と
高
血
圧
と
の
関

係
が
明
ら
か
に
な
る
。

・
世
帯
単
位
の
調
査
結
果
で
は
個

人
指
導
に
対
応
し
に
く
い
点
が
判

明
。

・
高
血
圧
予
防
等
の
栄
養
教
育
の

強
化

・
食
生
活
の
改
善
の
た
め
の
住
民

地
区
組
織
の
育
成
と
同
組
織
に
よ

る
地
域
活
動
の
強
化
　

・
栄
養
指
導
車
に
よ
る
地
域
巡
回

指
導
の
強
化

・
個
人
調
査
に
つ
い
て
は
次
期
調

査
企
画
へ
F
ee
d 
ba
ck

・「
栄
養
」
の
普
及
と
地
域
へ
の

普
及
活
動
層
の
育
成
を
目
的
と
し

た
栄
養
教
室
の
実
施
（
41
～
48

年
度
）

・
実
践
方
法
の
普
及
活
動
層
の
育

成
を
図
る
た
め
、
42
年
度
栄
養

教
室
修
了
者
県
組
織
を
設
立
（
長

野
県
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
、

以
下
食
改
協
と
い
う
。）

・
S2
9
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

た
「
主
婦
の
栄
養
講
座
」
を
「
栄

養
教
室
」
と
し
て
全
保
健
所
で
テ

キ
ス
ト
の
統
一
を
図
り
、
単
発
の

教
育
か
ら
継
続
的
学
習
形
式
に
充

実 ・
本
県
に
お
け
る
栄
養
調
査
の
必

要
性
と
そ
の
結
果
を
根
拠
と
す
る

栄
養
行
政
・
実
践
活
動
の
重
要
性

の
認
識
の
始
ま
り

・
事
業
評
価
の
た
め
の
栄
養
調
査

を
今
後
も
実
施
（
継
続
性
と

ne
xt
 p
la
nn
in
g）
。

・
栄
養
疫
学
に
関
す
る
統
計
の
研

究
を
深
め
、
同
手
法
を
栄
養
行
政

に
導
入
、
そ
の
成
果
を
日
本
栄
養

改
善
学
会
に
発
表
（
19
70
）

・
栄
養
教
育
の
効
果
の
判
定
の
た

め
の
手
法
の
検
討
と
具
体
化
の
推

進
と
研
究
。
研
究
成
果
を
日
本
栄

養
改
善
学
会
に
発
表
（
19
72
）

S2
1
全
国
規
模
の
初
の
国
民
栄
養

調
査
開
始
（
栄
養
摂
取
状
況
：
年

4
回
3
日
間
　
世
帯
単
位
　
秤
量

記
録
法
）（
栄
養
改
善
法
に
基
づ

く
）

S2
4 
上
記
調
査
県
内
初
の
実
施

栄
村
、
長
野
市
七
二
会

S3
8
三
訂
日
本
食
品
標
準
成
分
表

の
公
表
（
S2
5
策
定
S2
9
の
改
訂

を
経
て
）

S4
4
日
本
人
の
栄
養
所
要
量
改
定

（
以
降
5
年
ご
と
に
改
定
、
H
11

ま
で
）

S4
4
厚
生
省
、
健
康
増
進
の
必
要

性
の
提
唱

【
S4
7-
49
年
度
（
3
年
間
）
県
民

栄
養
調
査
結
果
】
か
ら

・
肥
満
と
貧
血
の
実
態
か
ら
、
栄

養
改
善
事
業
の
方
向
性
が
明
ら
か

に
な
る
。

・
肥
満
が
増
加
し
、
特
に
運
動
指

導
の
強
化
が
重
要
で
あ
る
と
と
も

に
、
健
康
増
進
3
要
素
の
普
及
が

必
要
・
個
人
に
対
す
る
栄
養
指
導
効
果

の
判
定
と
そ
の
ス
キ
ル
の
習
得
が

必
要

・
健
康
増
進
3
要
素
の
普
及
を
強

化 ・
食
改
協
に
よ
る
地
域
活
動
の
拡

大 ・
病
態
栄
養
に
関
す
る
教
育
の
推

進 ・
運
動
習
慣
の
普
及
と
定
着

・
栄
養
指
導
効
果
判
定
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
の
検
討

・
県
民
の
生
涯
を
通
じ
た
健
康
管

理
方
法
の
確
立
を
図
る
た
め
、

「
健
康
管
理
基
本
体
系
」
策
定

・
栄
養
教
室
か
ら
健
康
教
室
へ
名

称
と
企
画
・
内
容
変
更

・
疾
病
の
予
防
を
含
め
た
病
態
栄

養
教
室
の
開
催

・
長
野
県
栄
養
士
会
に
「
高
血
圧

等
の
病
態
栄
養
指
導
資
料
作
成
」

事
業
を
委
託

・
食
改
協
に
「
高
血
圧
予
防
料
理

講
習
会
」
事
業
を
委
託

・
運
動
指
導
の
た
め
の
研
修
の
場

と
し
て
「
運
動
と
健
康
の
談
話

会
」
が
発
足
（
保
健
所
有
志
）、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
公
衆
衛
生
に
導

入 ・
健
康
増
進
の
総
合
指
導
施
設
と

し
て
、
長
野
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー

（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
）
の
開
設
、

更
に
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
遠
隔
地
に

対
し
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
職
員
の

派
遣
に
よ
る
機
能
活
用
（
運
動
習

慣
の
定
着
化
）
の
事
業
化

・「
栄
養
・
運
動
・
休
養
」
の
健

康
増
進
と
個
人
の
実
践
支
援
を
内

容
と
す
る
「
健
康
教
室
」
へ
と
変

更
、
住
民
を
身
近
に
支
援
す
る
市

町
村
行
政
と
の
連
携
の
強
化

・
健
康
教
室
テ
キ
ス
ト
を
統
一
し
、

評
価
し
や
す
い
4
つ
の
食
品
群
点

数
法
に
よ
る
栄
養
指
導
法
を
導
入
、

教
室
受
講
の
前
後
の
食
事
診
断
と

意
識
調
査
の
変
化
に
よ
る
栄
養
指

導
効
果
判
定
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を

推
進

・「
健
康
管
理
基
本
体
系
」
は
全

生
涯
を
網
羅
し
た
体
系
的
有
機
的

な
健
康
づ
く
り
行
政
の
指
針
と
な

り
、
総
合
的
施
策
の
展
開
、
人
の

「
生
涯
」
的
視
点
に
よ
る
保
健
医

療
福
祉
の
連
携
の
基
礎
を
構
築

・
健
康
教
室
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は

個
人
の
健
康
度
測
定
や
運
動
指
導
、

休
養
等
を
含
む
総
合
的
な
栄
養
指

導
理
念
が
必
要

・
健
康
教
室
受
講
者
に
対
す
る
栄

養
指
導
効
果
判
定
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
普
及

・
健
康
教
室
に
お
け
る
運
動
指
導

の
ス
タ
ッ
フ
関
係
者
の
運
動
指
導

手
技
の
共
有
と
安
全
性
の
向
上
を

図
る
と
共
に
、
教
室
以
外
の
運
動

指
導
場
面
に
活
用

・
健
康
増
進
指
導
者
研
修
、
研
究

発
表
会
開
催

・
S5
0
年
：
衛
生
部
保
健
予
防
課

栄
養
係
か
ら
、
同
課
健
康
増
進
係

へ
と
機
構
改
革
、
従
来
の
栄
養
問

題
に
加
え
、
健
康
増
進
、
健
康
づ

く
り
事
務
全
般
を
所
掌

H
47
国
民
栄
養
調
査
、 
年
1
回
3

日
間
に
変
更

【
S5
2
年
度
県
民
栄
養
調
査
結
果
】

等
か
ら

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
剰
摂
取
、
穀

類
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
の
低
下
、
肥

満
出
現
率
の
高
率

・
高
血
圧
依
然
全
国
位
。

・
県
民
の
食
塩
摂
取
量
の
実
態
は

不
十
分

・
市
町
村
に
栄
養
改
善
事
業
の
必

要
性
が
認
識
さ
れ
る
。

・
3
年
間
隔
で
の
栄
養
調
査
に
よ

る
地
域
診
断
の
空
白
を
補
う
た
め
、

日
常
的
に
実
施
し
て
い
る
健
康
教

室
事
業
に
お
い
て
実
態
を
把
握

・
穀
類
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
の
適
正

化
（
上
げ
る
）
と
減
塩
（
穀
類
と

親
和
性
の
高
い
塩
分
の
減
少
）
の

両
立
の
た
め
の
栄
養
指
導
の
方
法

論
の
確
立

・
健
康
教
室
事
業
の
成
果
・
指
導

効
果
の
ま
と
め

・
へ
き
地
保
健
・
栄
養
対
策
事
業

を
実
施
し
、
栄
養
指
導
人
材
の
手

薄
な
地
域
へ
の
在
宅
栄
養
士
の
活

用
と
派
遣

・
食
改
協
に
「
薄
味
の
漬
物
及
び

漬
物
に
代
わ
る
野
菜
料
理
普
及
」

事
業
を
委
託

・
健
康
教
室
の
企
画
（
方
針
・
内

容
・
評
価
等
）
の
全
県
的
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
を
完
成

・
減
塩
指
導
等
食
事
教
育
の
研
究

の
機
会
の
必
要
性
の
認
識

・
健
康
教
室
事
業
の
成
果
・
指
導

効
果
に
つ
い
て
日
本
栄
養
改
善
学

会
に
発
表
（
19
77
、
19
78
）

・
保
健
所
有
志
に
よ
り
、「
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
食
事
教
育
の
展

開
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
、
長

野
県
に
お
け
る
公
衆
栄
養
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
が
確
立

S5
3.
第
1
次
国
民
健
康
づ
く
り

運
動
ス
タ
ー
ト

S5
4（
19
79
）
日
本
人
の
栄
養
所

要
量
「
食
塩
の
適
正
摂
取
量
」

10
g
以
下
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【
S5
5
年
度
県
民
栄
養
調
査
結
果
】

等
か
ら

・
食
塩
摂
取
推
定
量
主
婦
1
日
あ

た
り
15
.9
g

・
食
物
消
費
構
造
解
析
か
ら
、
成

人
病
（
現
：
生
活
習
慣
病
）
の
リ

ス
ク
の
高
い
傾
向
へ
と
移
行

・「
県
民
減
塩
運
動
事
業
」
を
企

画 ・
穀
類
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
を
高
め

る
「
日
本
型
食
生
活
推
進
事
業
」

を
企
画

・
生
活
習
慣
病
（
当
時
：
成
人

病
）
の
予
防
・
健
康
増
進
実
践
方

の
普
及

・
3
カ
年
（
S5
6-
58
年
度
）
の
減

塩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　

・
米
食
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
、

健
康
増
進
、
生
産
、
消
費
を
考
慮

し
た
調
和
的
施
策
を
推
進
（
衛
生

部
、
農
政
部
、
社
会
部
、
教
育
委

員
会
等
全
庁
横
断
事
業
）

・
健
康
増
進
イ
ベ
ン
ト
「
健
康
づ

く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
実
施

・
食
塩
摂
取
量
11
.0
g
に
減
少
、

県
民
減
塩
運
動
の
目
標
達
成

・
穀
類
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
44
.2
%

と
、
前
回
調
査
（
45
.7
％
）
よ
り

さ
ら
に
低
下

・「
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
は
市
町
村
に
お
け
る
健
康
ま

つ
り
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
各
地
で

実
施

・
成
人
病
予
防
、
健
康
増
進
の
更

な
る
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

・
県
民
減
塩
運
動
事
業
の
研
究
成

果
に
つ
い
て
日
本
栄
養
改
善
学
会

に
発
表
（
19
83
）

・
2
か
所
目
の
健
康
増
進
セ
ン
タ

ー
を
伊
那
市
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
。

（
本
県
の
南
北
21
2
km
の
距
離

差
を
解
消
。）

S5
7
四
訂
日
本
食
品
標
準
成
分
表

の
策
定

【
S5
8
年
度
県
民
栄
養
調
査
結
果
】

等
か
ら

・
食
生
活
の
乱
れ
が
顕
著

　
個
食
、
孤
食
、
朝
食
欠
食
、
外

部
依
存
の
傾
向
が
高
ま
る
等

・
全
県
的
な
食
育
推
進
「
食
卓

“愛
”
の
運
動
事
業
」
を
企
画

・
が
ん
の
一
次
予
防
の
た
め
、
長

野
県
栄
養
士
会
に
「
が
ん
予
防
の

た
め
の
食
生
活
改
善
事
業
」
を
委

託
（
H
10
年
度
ま
で
の
15
年
間
）

・「
食
卓
“愛
”
の
運
動
事
業
」
で

は
「
朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
よ
う
、

も
う
1
皿
の
愛
情
料
理
を
ふ
や
そ

う
、
家
族
そ
ろ
っ
て
食
べ
よ
う
」

の
3
点
の
目
標
と
評
価
基
準
を
設

定
し
、
ま
た
、
4
つ
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
別
の
実
践
講
座
を
実
施

・
10
年
先
の
健
康
づ
く
り
を
見

据
え
た
全
国
初
の
県
民
食
生
活
指

針
を
策
定

・
朝
食
欠
食
、
孤
食
等
の
課
題
は

依
然
解
消
せ
ず

・
更
な
る
食
育
の
推
進
の
強
化
が

必
要

S6
0
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生

活
指
針
策
定

【
S6
1
年
度
県
民
栄
養
調
査
結
果
】

等
か
ら

・
食
生
活
の
乱
れ
が
さ
ら
に
進
行

し
、
食
育
の
推
進
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
る
。

・
高
齢
者
の
食
生
活
の
実
態
の
一

部
が
判
明

・「
食
卓
“愛
”
の
運
動
事
業
」
の

充
実
強
化

・
県
民
食
生
活
指
針
の
普
及

・
高
齢
者
の
健
康
増
進
施
策
の
推

進

・「
食
卓
“愛
”
の
運
動
事
業
」

の
継
続
実
施

・
高
齢
者
健
康
増
進
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
実
施

・
シ
ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座
開

設

・「
食
卓
“愛
”
の
運
動
事
業
」
の

目
標
達
成
な
ら
ず

・「
食
卓
“愛
”
の
運
動
事
業
」
の

目
標
達
成
な
ら
ず
、
H
8
年
度

（
13
年
間
）
ま
で
継
続
、
飽
食
時

代
の
栄
養
失
調
問
題
と
し
て
社
会

へ
の
警
鐘
の
役
割
果
た
す

S6
1 
W
H
O
 オ
タ
ワ
憲
章
制
定

S6
3.
第
2
次
国
民
健
康
づ
く
り

運
動
ス
タ
ー
ト
、
健
康
運
動
指
導

士
等
の
養
成
開
始

H
1 
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動

所
要
量
の
策
定

【
H
1
年
度
県
民
栄
養
調
査
結
果
】

等
か
ら

・
脂
肪
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
25
.0
%

を
超
え
る
。

・
働
き
盛
り
の
食
生
活
の
乱
れ
が

課
題

・
生
活
習
慣
病
（
当
時
：
成
人

病
）
の
予
防
・
健
康
増
進
実
践
方

法
の
普
及

・
30
-4
0
歳
代
へ
の
フ
ォ
ー
カ
ス

的
健
康
増
進
施
策
の
推
進

・
健
康
教
育
の
強
化

・
30
-4
0
歳
代
の
食
生
活
指
針
の

策
定
と
普
及

・
20
-4
0
歳
代
の
食
生
活
の
乱
れ

は
解
消
せ
ず

・「
食
卓
“愛
”
の
運
動
事
業
」
の

継
続
実
施

H
2
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生

活
指
針
（
対
象
特
性
別
）
策
定

【
H
4
年
度
県
民
栄
養
調
査
結
果
】

等
か
ら

・
食
塩
摂
取
量
の
減
少

・
20
-3
0
歳
代
の
食
生
活
の
乱
れ

が
続
く
。

・
食
物
消
費
構
造
解
析
か
ら
、
成

人
病
（
現
：
生
活
習
慣
病
）
の
リ

ス
ク
の
高
い
傾
向
が
さ
ら
に
進
行

・
全
国
に
先
駆
け
て
高
齢
化
が
進

行（
全
国
12
.0
%
、
長
野
16
.1
%
）

・
生
活
習
慣
病
（
当
時
：
成
人

病
）
の
予
防
・
健
康
増
進
実
践
方

法
の
普
及

・
高
齢
社
会
に
備
え
た
骨
粗
し
ょ

う
症
予
防
対
策
の
着
手
（
寝
た
き

り
ゼ
ロ
推
進
事
業
の
一
環
）

・
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
強

化
の
必
要
性
の
高
ま
り

・
青
春
の
食
卓
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
、
高
校
等
へ
の
出
前
講
座
実

施 ・
県
民
運
動
指
針
の
策
定

・
高
齢
者
の
た
め
の
「
さ
わ
や
か

シ
ル
バ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
実
施

・
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
対
策
事
業

の
実
施

・
若
者
の
食
の
乱
れ
が
依
然
解
消

せ
ず
引
き
続
き
の
課
題

・
一
般
健
診
へ
の
「
骨
粗
し
ょ
う

症
」
健
診
導
入
、
県
の
モ
デ
ル
的

事
業
の
役
割
果
た
す
。
こ
の
健
診

に
よ
り
、
C
a
不
足
の
実
態
が
判

明
、
健
診
時
の
栄
養
指
導
の
充
実

が
必
要

・
県
民
の
運
動
習
慣
の
把
握
が
不

十
分

・
市
町
村
に
お
け
る
骨
粗
し
ょ
う

症
健
診
の
定
着
化
の
推
進

・
運
動
習
慣
実
態
把
握
は
次
期
栄

養
調
査
企
画
に
F
ee
d 
ba
ck

H
5
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動

指
針
策
定

H
6
保
健
所
法
廃
止
、
地
域
保
健

法
成
立
（
H
9
全
面
施
行
）

H
6
高
齢
化
率
14
%
超
え
る

【
H
7
年
度
県
民
栄
養
調
査
結
果
】

等
か
ら

・
食
物
消
費
構
造
解
析
か
ら
、
成

人
病
（
現
：
生
活
習
慣
病
）
の
リ

ス
ク
の
高
い
傾
向
が
さ
ら
に
進
ん

で
い
る
。

・
20
歳
代
の
運
動
不
足

・
H
9
年
度
か
ら
、
地
域
保
健
法

の
施
行
に
よ
り
、
県
（
保
健
所

等
）
と
市
町
村
の
役
割
分
担
が
明

確
に
な
る
。
栄
養
調
査
等
は
引
き

続
き
県
の
役
割
と
な
る
。

・
生
活
習
慣
病
（
当
時
：
成
人

病
）
の
予
防
・
健
康
増
進
実
践
方

法
の
普
及

・
地
域
保
健
法
の
施
行
に
よ
り
、

一
般
的
栄
養
指
導
は
市
町
村
の
役

割
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
た
め
、
円

滑
な
事
業
移
譲
を
推
進

・
県
の
役
割
で
あ
る
、
専
門
的
事

業
の
実
施
計
画
の
作
成

・「
保
健
所
健
康
増
進
・
栄
養
改

善
業
務
機
能
強
化
に
係
る
事
業
方

針
」
作
成
と
同
指
針
に
よ
る
事
業

の
推
進

・「
元
気
な
健
民
食
生
活
運
動
推

進
事
業
」
の
実
施
と
、
地
域
健
康

増
進
栄
養
計
画
策
定
と
推
進

・「
市
町
村
栄
養
士
の
た
め
の
栄

養
改
善
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作

成
し
、
円
滑
な
移
譲
を
推
進

・
栄
養
表
示
基
準
等
に
係
る
相
談

窓
口
の
設
置

・
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
た
め
の

指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と
普
及

・
市
町
村
と
の
役
割
事
業
の
共
有

と
連
携
の
強
化

・
栄
養
指
導
に
係
る
専
門
的
マ
ン

パ
ワ
ー
：
管
理
栄
養
士
等
の
市
町

村
配
置
率
（
現
状
18
％
）
の
促

進 ・
専
門
栄
養
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
ハ
イ

リ
ス
ク
改
善
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
、
県

の
事
業
の
機
能
の
強
化

・
市
町
村
管
理
栄
養
士
等
の
研
修

の
計
画
的
実
施
と
人
材
育
成

・
市
町
村
管
理
栄
養
士
等
の
配
置

の
促
進

・
県
の
専
門
性
強
化
の
た
め
の
事

業
計
画
の
作
成

・
地
域
健
康
増
進
栄
養
計
画
策
定

と
推
進
は
そ
の
後
の
健
康
増
進
計

画
策
定
の
意
義
と
手
法
の
プ
レ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
な
る
。

H
7
国
民
栄
養
調
査
の
方
法
が
改

正
、
栄
養
摂
取
状
況
調
査
は
世
帯

単
位
に
加
え
、
個
人
単
位
　
1
日

間
に
変
更

H
8
公
衆
衛
生
審
議
会
：
成
人
病

に
代
わ
り
、
生
活
習
慣
病
の
概
念

導
入
の
意
見
具
申
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【
H
10
年
度
県
民
栄
養
調
査
結

果
】
等
か
ら

・
20
-4
0
歳
代
の
食
生
活
の
乱
れ

が
続
く
。

・
男
性
の
50
.2
%
が
夕
食
過
食

・
食
塩
摂
取
量
は
減
少
せ
ず

・
生
活
習
慣
病
（
当
時
：
成
人

病
）
の
予
防
・
健
康
増
進
実
践
方

法
の
普
及

・
県
健
康
増
進
計
画
「
健
康
グ
レ

ー
ド
ア
ッ
プ
な
が
の
」
策
定
の
準

備

健
康
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
な
が
の
」

策
定
の
た
め
の
現
状
値
の
把
握

・
生
活
習
慣
病
予
防
方
策
（
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
の
指
導
者
養

成
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
生
活
習
慣

病
予
防
の
た
め
の
食
生
活
改
善
事

業
の
実
施
）
の
継
続

・
H
14
年
度
に
「
健
康
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
な
が
の
」
を
策
定
す
る
。
H
12
健
康
日
本
21
（
第
3
次
国

民
健
康
づ
く
り
運
動
）
ス
タ
ー
ト

H
12
 3
省
（
文
部
・
厚
生
・
農
林

水
産
）
合
同
食
生
活
指
針
策
定

H
12
五
訂
日
本
食
品
標
準
成
分

表
の
策
定

【
H
13
年
度
県
民
栄
養
調
査
結

果
】
等
か
ら

・
若
年
世
代
の
食
生
活
の
乱
れ
が

続
く
。

・
糖
尿
病
予
備
群
29
万
人
と
推

定

生
活
習
慣
病
（
当
時
：
成
人
病
）

の
予
防
・
健
康
増
進
実
践
方
法
の

普
及

・
県
健
康
増
進
計
画
「
健
康
グ
レ

ー
ド
ア
ッ
プ
な
が
の
」
策
定

・
糖
尿
病
予
防
対
策
モ
デ
ル
事
業

の
企
画

・
信
州
食
育
推
進
事
業
の
推
進

・「
健
康
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
な
が

の
」
の
推
進

・
糖
尿
病
予
防
対
策
モ
デ
ル
事
業

の
実
施

・
各
地
域
ご
と
に
食
育
推
進
会
議

を
開
催
、
関
係
者
間
の
連
携
に
よ

る
食
育
推
進
体
制
の
構
築

・
食
塩
量
減
少
せ
ず
、
若
者
の
食

の
乱
れ
と
働
き
盛
り
世
代
の
食
の

乱
れ

・
運
動
不
足
が
新
た
な
課
題

・
保
健
所
単
位
に
食
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
、
出
前
講
を
の
開
催
、

地
域
密
着
型
の
食
育
活
動
の
始
ま

り

・
糖
尿
病
予
防
対
策
モ
デ
ル
事
業

の
強
化
（
管
理
栄
養
士
等
の
い
な

い
診
療
所
と
の
連
携
に
よ
る
栄
養

指
導
体
制
づ
く
り
）

H
15
国
民
栄
養
調
査
→
国
民
健

康
・
栄
養
調
査
に
改
称
、
内
容
充

実
（
健
康
増
進
法
に
基
づ
く
）

H
15
栄
養
改
善
法
廃
止
、
健
康
増

進
法
施
行

H
16
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準

20
05
策
定
（
栄
養
所
要
量
か
ら

食
事
摂
取
基
準
へ
、
5
年
ご
と
の

改
定
）

【
H
16
年
度
県
民
栄
養
調
査
結

果
】
等
か
ら

・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

該
当
者
及
び
予
備
群
は
45
万
人

と
推
定

・
高
齢
者
の
低
栄
養
が
課
題

・
若
年
世
代
の
食
生
活
の
乱
れ
が

続
く
。

・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

対
策

・「
健
康
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
な
が

の
」
の
中
間
評
価

・
健
康
づ
く
り
推
進
会
議
、
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
の
人
材
育
成
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
実
施

・
食
塩
量
減
少
せ
ず
、
若
者
の
食

の
乱
れ
と
働
き
盛
り
世
代
の
食
の

乱
れ
・
運
動
習
慣
定
着
の
課
題

・
住
民
の
多
く
集
ま
る
場
に
保
健

所
ス
タ
ッ
フ
が
出
向
く
「
タ
ウ
ン

保
健
所
事
業
」
で
、
運
動
や
食
生

活
の
普
及
啓
発
を
実
施

・「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
」

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
普
及
啓
発
事

業
を
実
施
、
運
動
習
慣
定
着
の
た

め
、
地
域
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

H
16
合
計
特
殊
出
生
率
1.
29
シ

ョ
ッ
ク

H
17
食
育
基
本
法
施
行

H
18
食
育
推
進
基
本
計
画
策
定

H
17
訂
増
補
日
本
食
品
標
準
成

分
表
の
策
定

H
18
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運

動
基
準
・
同
指
針
20
06
策
定

【
H
19
年
度
県
民
栄
養
調
査
結

果
】
等
か
ら

・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

該
当
者
及
び
予
備
群
は
中
高
年
男

性
2
人
に
1
人
、
同
女
性
5
人
に

1
人

・
長
野
県
食
育
推
進
の
強
化

・
H
19
長
野
県
食
育
推
進
計
画
策

定 ・
H
22
「
3
つ
の
星
レ
ス
ト
ラ
ン

推
進
事
業
」
の
実
施

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
70
0
kc
al
程
度
、

野
菜
14
0
g
以
上
、
食
塩
　
4
g

未
満
、
栄
養
成
分
表
示
等
の
基
準

設
定

・
若
い
世
代
の
野
菜
摂
取
量
の
不

足
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表 6-1　アンケート調査の対象、性別、年代別人数
男性 女性

人 % 人 %
10～20 歳代 10  2.5 167 42.0
30～50 歳代 32  8.0  57 14.3
60 歳代以上 37  9.3  95 23.9
計 79 19.8 319 80.2
注　　N＝398

表 6-2　減塩のために心がけていることがある人数
（年代グループ別）

人 % p
10～20 歳代  66 37.3
30～50 歳代  64 71.9 ***
60 歳代以上 122 92.4
計 252 63.3
注　***　p<0.001、N＝398

表 6-3　減塩のために心がけていること（２つまで選択、年代別）
①　人 % p ②　人 % p ③　人 % p ④　人 % p

10～20 歳代  28 42.4  41 62.1  27 40.9  9 13.6
30～50 歳代  34 53.1 ***  32 50.0 N.S.  35 54.7 ** 13 20.3 N.S.
60 歳代以上  85 69.7  59 48.4  82 67.2 14 11.5
計 147 58.3 132 52.4 144 57.1 36 14.3
注　***　p<0.001、** p<0.01、N＝252
　①辛いものは量や食べる回数を控える、②食卓などでかける調味料を控える、③薄味の調理を工夫する、
　④減塩や薄味と表示された外食や既製品を選ぶ

表 6-4　減塩のために心がけていることがない理由（２つまで選択）
人 %

①必要がない 14  9.6
②おいしく食べたいので心がけてはいない 40 27.4
③必要はあると思うが現在は必要ないと思っている 43 29.5
④必要はあると思うが実践方法が分からない 55 37.7
注　減塩のために心がけていることがないと回答した調査対象、N＝146

表 6-5　加工食品の包装紙の栄養成分の表示の活用であてはまるもの（２つまで選択）
①　人 % p ②　人 % p ③　人 % p ④　人 % p ⑤　人 % p

10～20 歳代 19 10.7 58 32.8 49 27.7 78 44.1 49 27.7
30～50 歳代 6  6.7 N.S. 22 24.7 N.S. 41 46.1 *** 35 39.3 N.S. 28 31.5 N.S.
60 歳代以上 20 15.2 44 33.3 64 48.5 59 44.7 47 35.6 
計 45 11.3 124 31.2 154 38.7 172 43.2 124 31.2
注　***　p<0.001、N=398
　�①表示があることを知らなかった、②活用方法について専門家のアドバイスがあれば良い、③市販のお惣菜にも表示があれば良い、
　④外食の料理にも表示があれば良い、⑤コンビニの弁当やサンドウイッチ等にも表示があれば良い

表 6-6　減塩を実践するため整うことが必要な環境であてはまるもの（２つまで選択）
①人 % p ②人 % p ③人 % p ④人 % p ⑤人 % p ⑥人 % p

10～20 歳代 110 62.1 13 7.3 28 15.8 35 19.8 60 33.9 45 25.4
30～50 歳代 68 76.4 *** 5 5.6 N.S. 13 14.6 N.S. 15 16.9 N.S. 40 44.9 N.S. 18 20.2 N.S.
60 歳代以上 108 81.8 10 7.6 28 21.2 37 28.0 51 38.6 21 15.9
計 286 71.9 28 7.0 69 17.3 87 21.9 151 37.9 84 21.1
注　***　p<0.001、N＝398
　①小さい時から薄味の味覚を育てる食育活動が活発に行われる、②身近な場所で料理講習会が開催される、③栄養成分表示が
　もっと多くの食品や外食等に広まる、④食堂や給食施設等で減塩メニューの提供施設が増える、⑤加工食品や調味料に含まれる
　食塩量が低減化される、⑥健康と栄養に関する情報が手に入りやすい

（2）　�県民健康・栄養調査等を活用した長野県の健
康増進・栄養改善事業と PDCA サイクル

　PDCAサイクルによる公衆栄養マネージメント
の重要性が提唱される以前から、県民健康・栄養調
査等での実態把握、解析、課題の優先度の決定、企
画、実施、評価、改善の繰り返しによって最終目標
である県民の健康増進、QOLの向上を目指してス
パイラルアップを図ってきたことが、平均寿命のト
ップを実現した一方策であるといえよう。公衆栄養
活動の平均寿命に寄与する程度の数量化は難しいが、
小さくないとするのが妥当であろう。Evidence 

Based Nutrition の重要性が高まる中、県民健康・
栄養調査等を活用した長野県の健康増進・栄養改善
事業は公衆栄養マネージメントのモデルとなり得る
ことが示唆された。

（3）  減塩の食支援環境整備
　健康的な生活習慣を実践するためには、個人の努
力を支える支援的社会環境の整備が重要である2）。
長野県は平成 25 年度からの 5カ年計画「信州保健
医療総合計画」4）を策定、「県民が主体的に健康づく
りに取り組めるよう、総合的に支援する環境づくり
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を推進していく」姿勢を打ち出し、「健康長寿なが
の県民減塩運動～今より 1 g 塩を減らそう運動～」、
「食環境整備」等の施策を実施するとしている。県
の「信州食育発信 3つの星レストラン事業」の推進、
「給食施設での減塩教育・減塩メニュー開発」等を
活発化させることが重要であると共に、それらを受
け入れる県民の理解を高める手立ても合わせての多
様な活動が望まれる。

（4）　�健康寿命の延伸を目指した長野県総合 5 カ年
計画「しあわせ信州創造プラン」（平成 25～
29 年度の 5 年間計画）のスタート

　「しあわせ信州創造プラン」では、平均寿命の延

伸とともに平均寿命と健康寿命の差の縮小を目指し
ている。そして、同プランの保健医療分野施策を具
体化するため、「信州保健医療総合計画」を策定、
関連する 7つの計画を一体的に策定し、健康長寿の
目標に向けて様々な施策を結集させ、総合的に推進
することとしている4）。成人病に関する食生活実態
調査で本格的にスタートした長野県の脳卒中死亡率
を減らす栄養改善施策は着実にその成果を上げてい
る（表 7）が、更なる健康長寿のための今後の課題
は脳卒中を克服し、健康寿命を高める方策が必要で
ある。古くて新しい問題、脳卒中、そして様々な健
康課題、その解決には、現在までに蓄積された公衆
栄養活動の理論と実践方策を活かすことが求められ

表 8　要素、取り扱われる人間行動と機能領域の理論的内容
要素

Structural Elements
取り扱われる人間行動

Target in Human Behavior
機能領域の広がり
Limits of Function

パラダイム
Paradigm

栄養素
Nutrients

栄養生理 nutritional physiology
メタボリズムmetabolism
消化・吸収 digestion ＆ adsorotion

細胞 cell
組織 tissue
臓器 organ

ミクロ
microscopic

料理
Dishes

調理 cooking
献立 recipe
選ぶ select
買う buying
食べる eating
好き嫌い like and dislike
習慣 habit

個人 individual
家庭 family
近隣 neighbor

等身大
life‐size

食品
Food Articles

加工 processing
選好 preference
消費 comsumption
食習慣 food habits
マーケティングmarketing

村 village
町 town
コミュニティーcommunity

等身大
life‐size

食糧
Food Resources

生産 production
輸出入 transportation
貯蔵 stock
需要供給 supply and demand

地域 region
国 nation
地球 globe, the earth

マクロ
macroscopic

豊川裕之：現代の食文化の特徴と対策、公衆衛生、52（7）438～441　東京、1988

表 7　脳血管疾患年齢調整死亡率（人口 10 万対）

長野県男性 全国男性 長野県女性 全国女性 粗死亡率
（長野県）

粗死亡率
（全国）

昭和 35（1960）年 405.6 341.1 321.9 242.7 244.3 160.7
昭和 40（1965）年 437.8 361.0 338.9 243.8 285.7 165.7
昭和 45（1970）年 396.8 333.8 282.7 222.6 275.3 175.8
昭和 50（1975）年 303.5 365.0 230.2 183.0 244.9 156.7
昭和 55（1980）年 227.1 202.0 171.6 140.9 214.3 139.5
昭和 60（1985）年 155.9 134.0 108.9 95.3 170.3 142.0
平成 2（1990）年 117.2 97.9 82.4 68.6 158.9 99.4
平成 7（1995）年 110.9 99.3 69.5 64.0 174.0 117.9
平成 12（2000）年 87.3 74.2 53.4 45.7 165.7 105.5
平成 17（2005）年 68.8 61.9 41.5 36.1 159.6 105.3
平成 22（2010）年 53.9 49.5 32.3 26.9 152.2 97.7

厚生労働省：都道府県別年齢調整死亡率「業務・加工統計」ほか
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ている。

（5）　�公衆栄養活動を支える構成要素と横断的活動
の重要性

　かつての食料不足時代のエネルギー・栄養素欠乏
症の解消は過去のものとなり、今や平均寿命・高齢
化率では世界トップランナーとなった現在、国は健
康寿命の延伸と健康格差の縮小を目指した「健康日
本 21（第 2次）」を平成 25 年度からの 10 カ年計画
でスタートさせた19）。
　長野県の保健医療の指標は全国上位の長寿県を裏
付け、更なるステップ、「健康長寿世界一」を目指
している4）。表 8は、昭和 40 年代から現在まで、
長野県の公衆栄養活動を支えてきた理論の根拠を示
している20）。今回、地域社会をフィールドにその理
論を実践し、成果を上げてきた歴史を研究した結果、
表 8に示唆された意義を改めて評価し、保健、医療、
福祉、教育、農業等の各分野がそれぞれの機能を横
断的に発揮する重要性を認識し、長野県の公衆衛生
の特徴である「行政、専門団体、民間の三者一体と
なった総合的地域活動である5）」基本を継続、発展
させ、生活習慣病の予防と重症化防止を当面の目標
とした支援環境を整備し、「健康長寿世界一」の実
現を目指すことを提言したい。

　県民健康・栄養調査の内容等に多くの紙面を割き
煩雑な記載となったが、研究テーマとの関連からご
了承願いたい。
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